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BIOMASSのコ ロキ アム に出席 して
富 山 哲 夫
周知のようにBIOMASS計画が1977年に発足して前
半5年 の活動が終了した.その間1980/'81年の共同調査
(FIBEX第一次国際BIOMASS実験計画)の 成果が生
まれ,い よい よ後半のSIBEXの準備段階に入ってい
る,そ こでSCAR/SCOR　(南極科学研究委員会/海洋科
学研究委員会〉の共催の もとにFIBEXの結果を論議
し,さ らにSIBEX計画の検討を目的としたコロキアム
が極地研究所で去る5月27,28両日に亘り開催された.
参加者は延べで外国側78名,日本側83名,傍聴者を加え
て161名とい う盛況であった.
Conven。r根本博士(海 洋研),　Secretary松田博士
(極地研)の十分な準備と,両研究所の関係部門を動員し
ての運営に支えられて,発 表論文18,討議話題2が 終始
活発に論議された.討 論は つぎの　5　sessions　に整理し
て展開された,
..Session　1　南極生態系におけ る1次生産と2次生産1
南極海の1次 生産は何 よ りも光 によって制御されてお
り,また夏季海水中に放出されるice　algaeが2次生産
の重要な栄養源になってい るこ とが論 じ られ た(D.
Tranter豪).　Ice　algaeの重要性は,　LiltZow-Hol皿湾
の4-12月の定着氷1　mt中の藻量が夏季200皿の水
柱の藻量に匹敵し,定 着氷下の数mに はコペポーダが濃
厚に分布していた事実によって裏づけされた(渡辺,谷
村,福 地).さ らに 南極海の懸濁物の化学的研究が進展
し,　POC中のアミノ酸,糖 質,脂 質の炭素の割合が定
量 され(半 田.田 上),また　ATP/POC比が求められ
(藤田,西沢),それぞれの値と海域や深度の関係が報告
された.
Session　2　南極オキアミの生物学およびEnergetics:
DrakePassageとBransfieldStraitにお け る プ ラ ン ク ト
ン群 落 は 捕 食 関 係 に あ る3群 落 と優 占種 とか らみ る と大
陸 型,南 極 型,中 間 型 に分 け られ　(Rakusa・Suszczewskl
ポー ラ ン ド),こ の群 落 の 分 布 は前 記 海峡 がWeddell海
の 水の 影 響 を受 けて い る現 象(Stein西独)と 符 合 して
い る.ま たScotia海,　South　Georgia海域 にお け るナ
ンキ ョク オ キ ア ミ(以 下 オ キ ア ミと略 記)の パ ッチ は 日
中 と夜 間 とで 著 し く異 な っ て い た　(Everson英).南極
海 の3海 域 に お け る オ キ ア ミ平 均 密 度 は17.5g/m2,密
度 ではScotia海/南極 半 島 海 域 よ り も60°E-80°Eの方
が大 で あ っ た(Harnpton南ア).印 度 洋 セ ク ター の オ キ
ア ミの濃 密 群 は北 か ら南 に流 氷 の動 き と と もに 移 動,ま
た 生 活 史 は 卓 越東 向流 に乗 っ て進 行 して い た(小 牧,永
延,奈 須).オ キ ア ミ現 存量 の 定 量 法 であ る 音 響 探 知 器
法 を水 中 写 真 技 術 で 補 正す る試 み(Guzmanチ リ),ま
た 曳網 法 と比 較 した 結 果(Nast西 独)に つ い て 論 議 さ
れ た,他 方 オ キ ア ミの0.7°C7か 月 の 飼 育 に よ っ て生
長,摂 餌 率 な ど が分 か り(村 野,瀬 川,加 藤),成 熟 個
体197の 卵 巣 卵 の成 熟,放 卵 の 研 究 か ら一 世代 に2回 以
上 再 生産 す る こ とが 分 か った(菊 野,河 村).
Session　3　捕 食 レベ ルの 高 位 に あ る生 物1ア ザ ラ シ,
鯨 の 捕獲 に よ る生 態 系 の 乱 れ や そ れ に よ り起 る相互 作 用
が 論 議 され た(Laws英).ま た 南 極 ・亜 南 極 の 鳥 類 の
研 究 目標 と分野 に つ い て組 織 的 に検 討 され,手 法 と して
リモ ー トセ ン シ ング'の必 要 性 が 強 調 さ れ た　(Siegfried
南 ア).魚 類 に つ い て は,　Bouvet島か らKerguelen島
に か け10年間 に亘 るNotethenoidの環 境,豊 度,分 布
が 論 議 され　(Hureau,　Duhamel,　Ozouf・Costaz仏),
ま たLtitZow・Holm湾の 魚 の 種 類,胃 内 容 物 が報 告 され
た(内 藤,星 合).さ らに　South　Shetland諸島 北 方 で
捕 獲 し た底 魚の 胃 に多 くの場 合 オ キ ア ミが 含 まれ て い た
事 実 は 底 層近 くま で オ キ ア ミが 分 布 して い る証拠 で あ る
(Session　4高 橋).
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Session　4　南極海の漁業資源:ソ連の研 究船,オ キ
ア ミ漁船の資料に基づ くと,沿 岸水域の現存量の20%
程度は生息水域の生態系を乱さずに捕獲.可能であるとの
楽観論が討1議された　(Lubimovaソ連).　FAOの南極海
漁業統計によると,底魚はその蓄積ス トックが捕獲強度
がさらに高まると,漁船数の制限,連 続捕獲の禁止が必
要 となろう.しかしオキアミの漁獲は1980年から急増し
1979/'80年には50万トンで,　FIBEXによると現存量の
ごく少部分とされている　(Gulland　FAO)　.南極海での
オキアミとその捕食者との間の動態を知るには,1)オキ
アミの再生産回数,2)南極海のオキアミ保有能力,3)鯨
その他の捕食率,4)捕食者の再生産回数,5)捕食者への
転換効率などのパラメーターが必要である.オ キアミと
鯨とい う最も簡単なモデルでの計算では,前 者を10%
捕獲しても20年以上両者の現存量は変らない.なお前記
パラメーターのうち現存量に影響の 強いものは1),2)
である.他方,生 態系構成員のエナージーフローをパラ
メーターとしてオキア ミと多くの捕食者の長期現存量変
動 を推計したところ,前 記のモデルの場合と近似の結果
がえられた(山 中).
Session　5　FIBEXの多学 科参 加研 究およびBIO.
MASSの将来:　FIBEXが概説 され,っ いでSCAR/
SCOR　Werksh。pが南大洋の4海域にけるオキア ミの
豊度を初めて概算したことが報告され(Foster米),つ
いでSIBEX計画を成功させるた めの 論議 が 交 され
(Laws英),南大洋の生物生産システムとス トックを理
解するためには,オ キアミの資料をその環境と他の生物
観測資料 とに関連させることが重要であると論議された
(Hempel西独).
以上FIBEXの成果を聞き終ると,いろいろな感想が
湧いてくる.例 えば音響探知器によるオキア ミの調査結
果が多数報告されたが,残 念なことには,な ぜ深層に群
落があるのか,表 層の密群の出現が日照に対 し正の場合
と負の場合がなぜ起るのかなど,1次生産の制御因子と
オキアミの関係が分かっていない.またオキア ミの分布
は動的不均一系をなすので,こ の分布の断片から現存呈
の推計は困難であろ う.オキアミの現存量の評価式(山
中博士提案)を より確かなものにするためパラメーター
のより確かな近似値が求められねばならないが,近 く実
施されるSIBEX計画によって現存量が少ない変異巾で
評価されるよう期待したい.5年 後に開催されるだろ う
SIBEXの共同討議が今から楽しみである.
BIOMASS計画は確かに生物学的なものであるが,こ
の計画が多学科の参加研究として特徴づけられている点
を見逃 してはならない.と ころがSIBEXの討論中に海
洋物理学の専門家からわれわれは調査船を動員するため
にこの計画に参加させられるのか」 と疑問が提起された
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のに対し,海洋生物学者は 「各自がこの計画のn的 に沿
って自主的に研究を進めてほしい」と答えたのには驚ろ
きを隠しえなかった.こ れでは環境要因と生物の現存贔
との関係を究めるための道程はほど遠い感 じであって,
実 り多いSIBEXを実現するためには多学科に精通 した
研究調整者の強力な リーダーシップがほしい もの で あ.
る.(筆 控 東京水産大学名誉教授)
SCOR/SCARワ ー ク シ ョ ップ
楠 宏
去 る5月24H(月)か ら261i(水)までSCOR　 (海洋
科学 委 員 会)と 　SCAR　(南極 研 究 科 学 委 員 会)の 主 催
す る 「南大 洋 にお け る海 洋 物 理 ・化 学 ・生 物学 者の 協 力
強 化 に関 す る ワ ー ク シ ョ ップ」 が 当研 究 所 に お い て 開 か
れ た,カ リフ ォル ニ ア大 学 のT.　D.　Foster教授 が 座 長
と な り,11か国 か ら延39名が 参 加 し,　Fl本か らは 梶 浦 欣
二 郎(東 大 地 震 研),高 野 健 三(筑 波 大),角 皆 静 男(北
大 水産),根 本 敬 久(東 大 海 洋 研 ・極 地 研),楠 宏 ・松
田達 郎(極 地 研)が 参 加 した.議 論 の 焦 点 は 南 大 洋 の海
洋 生 態 系 を物 理 ・化 学 ・生 物 の 複 合 系 と して捉 え る こ と
に しぼ られ た.
学 際 的 研 究 を必 要 とす る 課 題 と して,1)第1次 生産 と
物 理 的 ・化 学 的 環 境 との 関 係,2)海 氷 の 生態 系 に及 ぼ す
影 響,3)オ キ ア ミの 分 布 と物 理 的 ・化学 的 環境 と の関 係,
4)オキ ア ミの 炭 素 等 の 化学 サ イ クル に及 ぼす 影 響,が あ
げ られ た.南 大 洋 の 海 洋研 究 の 先駆 者 の ひ と りで あ る英
国 のSir　George　Deaconも参 加 した こ の会 は盛 会 で,
さ らに8月 に カ ナ ダ で開 か れ る 合 同海 洋学 集 会(Jolnt
Oceanographic　Assembly)　に お い て 公 開 で 討 論 す るこ
と とな った,さ らにSCORと して は そ の結 果 の も とに..
研 究 計 画 の 推進 に つ い て勧 告 を 行 うこ と にな って い る.
(筆者:国 立 極 地 研 究 所 企 画 調 整官)
BIOMASS国際研 究集会1982
第16[,i|SCAR総会において,「1本での開催を要請さ
れたBIOMASS関連の3つ の会議は,国 内対応体であ
る日本学術会議(南研連 ・海研連)から主催依頼を受け,
当研究所を中心に約1年 間の準備の後,去 る5月24nよ
り6月4口 までの間,当研究所および日光金谷ホテルに.
おいて開催された.
BIOMASS計画は,地球上に残された最後の末開発海
洋生物資源であるオキアミを中心とした南極海海洋生物
資源の合理的利用のための基礎研究を目的とした国際共
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TsiJ調査 で あ り,第1次,第2次 の 多船 共 同 観 測(FIBEX
計 画,　SIBEX計 画)を 含 む10年間 に お よぷ 大 が か りな
研 究 計 画 で あ る.
昨 年,第1次BIOMASS実 験(FIBEX)が11ケ 国17
隻 の 調 査 船 が 参 加 して 実 施 され,多 くの デ ー タ を得 る こ
とが で きた.ま た,第2次BIOMASS計 画(SIBEX)
を来 年 以 降 に控 え,か つ,海 洋 生 物資 源保 存 条約 の第1
回 条 約 会 議 が本 会 議 の 直 後 に 予定 され て い る状 況 下で.
今 会議 が 日本 で 開 催 で きた こ とは 非 常 に 意 議 の あ る こ と
で あ っ た.
会議 は,　1)　Workshop　on　Enhancement　of　Interaction　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 TV-
between　Physical,　Chemical,　and　Biolcgical　O eancg-
raphers　inthe　Southern　Ocean　(SCOR/SCAR　work・
shop),　2)　BIOMASS　Colloquium.　3)　Meeting　of　the
.Group　of　Specialists　on　Southern　Ocean　Ecosystems
and　their　Living　Resources　(BIOMASS　meeting),　4)
Other　Meetingsからな り,5月24,　25E]　SCOR/SCAR
workshop,　27,　28rl　BIOMASS　Colloquiumが当 研 究
所 で,5月31「1か ら6月4Hま で.　BIOMASS　meeting
が 日光 金 谷 ホ テル で 開 かれ た.
SCOR/SCAR　workshopは.海洋 物 理,化 学,生 物
の 各研 究 分 野 の 将 来 の研 究 方 向 と各研 究 分野 問 の協 力態
勢 が討 論 され た.こ の 期 間 に,　BIOMASS【享門 家 グ ル
ー プ を 補佐 す る テ ク ニ カル グ ル ー プの 会 議等 も 極地 研 に
お い て開 かれ た.
BIOMASS　colloquiumは,　FIBEXの 結 果 を中 心 に
招 待 者に よ る18編の 口頭 発 表 と12編の ポ ス ター 発 表 が 行
な われ た.
BIOMASS　meetingは,　SCARのBIOMASS専 門
家 グ ル ー プ の 会議 と して,一 部,非 公 開 で 開 か れ た.会
.議の 議 題 は,　FIBEXま で の レ ビ ュー,デ ー ター セ ン タ
ー の 1設立,　SIBEX計 画 の 検 討,南 大 洋 海 洋 生 物 資 源 保
存 条 約 との 関 係,テ クニ カ ル グ ル ー プ とワ ー キ ン グ グ ル
ー プの 改 組 な どで あ った .一 部 の 問題 は さ ら に 今 後 継
続 し て検 討 す る こ と に な っ た が,今 回 の 会議 を通 じて
BIOMASS言.i・画 は,次 の 多船 共 同観 測 で あ るSIBEX計
.両に 向 けて 大 き く前進 した.
ま た,今 会 議 では,中 国か ら3名 の オ ブ ザ ー バ ー が 参
加 し,終 始 熱 心 に勉 強 し てい た の が 注 目 され た.
な お,　BIOMASS　colloquiumにつ い て,富 山 哲 夫 博
」:がSCOR/SCAR　workshopにっ いて は,楠 宏 企 画 調
整官 が 冒頭 に述 べ て い る.
BIOMASS　colloquiumのプ ログ ラ ムお よび 主 な 参 加
者 は 以 下 の 通 り.
PROGRAMME
First　day,　morning　27　May
Session　1
Session　2
Primary　and　secondary　production　in　the
Antarctic　ecosystems
Biology　and　energetics　of　Antarctic　krill
First　day,　afternoon　27　May
　 Session　2 continued
　 Session　3 0rganisms　of　higher　trophic　levels
Second　day,　morning　28　May
　 Session　4 Fisheries　resources　of　the　Antarctic
Second　day,　afternc)on　28 May
　 Session　5 FIBEX　 rnultidisciplinary　stud and　the
future　ofBIOMASS
POSTER　DISPLAY
Session　l related.　Primary　andsecondaryproduc・
,i。ni。th。A。ta,c・i。e。。、y、編 ＼ 亡
Session　2 related.　Biology　and　energetics　of Ant-
　　　　　　　　arctic　krill
Session3related.　Organisms　of　higher　trophic
　 　 　 　 　 levelS
参 加 者
　 P.　M.　Arnaud　(France)
　 R,　Chesselet　(France)
　 G.　Deacon　(United　Kingdom)
　 Dong,　Z.　(China)
　 P.　Eberhard　(Chile)
S.　EトSayed　(U.S.A,)
　 1.　Everson　(United　Kingdom)
　 T.　Foster　(U.S.A.)
1羅wl騙㍗
　 G.　Hempel　(Federal　Republic　of　Germany)
　 R,　C.　Hennemuth　(U.S.A.)
　 J.　Hureau　(France)
　 T.　Ichie　(U.S,A.)
　 Jin,　S.　(China)
　 K.　R.　Kerry　(Australia)
　 G.　Knox　(New　Zealand)
　 R.　Laws　(United　Kingdom)
T.　Lubi皿ova　(USSR)
　 V.　G.　Makeev　(USSR)
　 O.　Mathisen　(U.S,A.)
　 F.　Nast　(Federal　Republic　of　Germany)
　 G.　Newman　 (Australia)
　 M.　Orren　(South　Africa)
　 J.　Piechura　(Poland)
　 S.　Rakusa.Suszczewski　(Poland)
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P.　J.　Romero　(Chi]e)
D.　Sahrhage　(Federal　Republic　of　Germany)
K,　Sherman　(U.S.A.)
R.　Siegfried　(South　Africa)
H.　Sievers　(Chile)
D,　Siniff　(U.S.A,)
M.　Stein　(Federal　Republic　of　Germany)
D.　Tranter　(Austra]ia)
Tseng,　W.　Y.　(Hong　Kong)
Zhang,　K.　(China)
岩 見 哲 夫 筑 波 大'ア:大学 院 生
宇野 史郎
大隅 清治
人山 佳邦
梶浦欣二郎
加藤 光雄
河村 章:人
菊野 鉄
桶 公
水Pklト1南西 海区 水産 研 究 所
水 産1「遠 洋 水産 研 究 所
[kいツ:極地 研 究所
東 京 大学 地 震 研 究 「り「
東 京 水産 大 学
4ヒ言毎迂至ノく学二.冠く産"9:i'q;
北 海道 大学 大学:院生
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南極観測隊便 り
・一一第23次越冬隊の近況一
昭和基地に太陽戻る.
極 地 研 ニ ュ ー ス50
7月19il,星合 隊 長 か ら,南 極 本 部 にlillいた 報道 資 料
の 原 文で す.な お,7Jj2{川に 報道 機 関 か,:、発 表 され ま
した,
星 合 孝 リ」第23次南 極地 域 観測 越 冬隊 長 発
(57.7.19)
(i　JJ　I　H,昭 和 基 地 を去 っ た 太陽 は 、 」㌧定 よ り2B早
い7月10n,北 の 空 に戻 って きた.1|1日 と昼 間 が長 く
な っr〔くる昭 和jlじ地 の'・1;囲気 はiりjるい,
['lugi氷河,や ま と1[i脈方面 へ の㍗ 氷地 学 調 査 旅 行 に参
1)[1を1㌻足 し て い る隊 員 は.9.月1日 の 出 発 を 目指 して そ
の 準 備 に大 わ らわ で あ る.作 業 棟 で は.機 械 担'11隊員 を
中心 に,雪 上II吻分解 ・整備 が 行わ れ 、 そ の 脇 で は通 信
担 当隊 員 が通1,1'tit、ア ンテナ の 幣備 、ll2;)「'1.けに あ た っ
て い る.ま た.地 学 研 究 棟 内 で は 調 理 担'11隊員 らが 、5
か 月 分 の調 査 獅 「川 食糧 の 、1、llめ合わ せ に1:Jtを二 ら して
い る.
南 極 た陸 上に は ガ ソ リンス タ ン ドも トラ イフ.インもな
い の だ か ら,観 測機 器 の他 に.使 用 を1㌧定 され て い る.黒!
料,食 糧,日 川 品 のす べ て を綿 密 に計 算 し、 持 って 行か
な くては な らな い.
ノく陸 内 部 の.み ず ほ),寒地(|1{{和基地u)南 東270km)」
で は、 すf'[L.この 調dt.li!i7i－で 使 用す;:)アでスホ ー リ ン
グ川掘 削 機 に よt〕深 さ90.03mま で の 大陸 氷 の 掘 削 を
成 功 させ て お り,調 査 旅 行隊 の到 着 を待 ち構 え て い る.
屋 内 で の 作 業 は 「|頂調 だ が,屋 外 の観 測 は悪 天 候 にた た
られ ピお しで あ る.3月 以 降7月 中 旬 ま で に.す で に28
回 の ブ リザ ー ド(雪 嵐)が 来 襲 した,気 象 担 当隊 員 が.
ブ11主 ドに・ 映1由iの一1戸 ん シ リー ズ」 の マ ドンナ の
名 前 を順 に つ け て きた が,{すで に それ もタ ネ 切れ と い う
、
r/つ
状 態 であ る. 唆
被害 の 大 き い のは 生 物 研 究 グ ルー フで あ る,生 物 ク.ル
ー ソ.は、 オ ング ル海 峡(昭 和 基 地 と南 指国大陸 の 間 の 海峡)
の5個 所 の定 点 で.採 水 ・プ ラ ンク トン採 集 をセ ッ トで
行 うこ とに して い る.
1セ ノ トを完 了す る に は4～5FIが 必 要 で あ る が 、
こ の 川 に ブ リザ ー ドが 走 る と7|1も8Nも か か って し 患
う.
天候 の急 変 で,準 備 を整 え て も基 地 か ら出 て い け な く
な った り、 日的 地 に 着 い た途 端 に 戻 ら ぎる を 得な くな っ
た りした こ とが よ くあ った.
そ れ で も,採 集か ら帰 り 「.冬で も動 物 ゾ ラ ンク トンは
け っ 二 うい る もの で す 一.一*サ ル ハ が採 水刑 の ホ ール を
泳 ぎ回 って いtし た.　flL∫を 食 っ て い る ん です かね..1と
誌 「1.時.隊fiJtの顔 は 明 る い.
サ ルtt/111〔索 動 物(ホ ヤ σ)類)に 属す る 浮遊 性　C'i
ラ ンク トン性)の 動 物,植 物 食 と され て い る が、 梅
,Jv[iの植 物 プ ラ ンク トンが 極 め て 少 な い 南極 の 冬
に.ビ う し て 餌 を摂 って い るの か とい う疑 問 が あ
〆 t/、
◆ ■ ■ ■.阜 ・◆ ◆ 響
''・
地{「線(北)を 転 が る よ うに 東(右)か ら西(左)へ 移 動 す る太 陽
5-一
一第24次南極地域観測隊員決まる一
ノ〉秋 ,11月2511出発 す る 第24次南 極地 域 観 測隊45名
(越冬 隊35名 ・夏隊10名)の う ち.既 に決 定 して い る隊
長 、 副 隊 長(2名)を 除 く43名が6月25rlに開 催 され た 「有
極 地 域 観 測 統 合 推進 本 部総 会 で 決定.同1|発 ノξされ た.
ま た,外 国 共 同観 測 派 遣 者3名 並 び に南 極 条 約 に 居 つ
く交 換 科学 者1名 も発 表 され た.
第24次隊 は,第23次 か ら始 ま った 観測 の 電 点 頃 日で あ
るTll空系 の 「rl「層大 気 総 合観 測(MAP)」 雪 氷 ・地'1/:系
の 「東 ク イー ンモ ー ドラ ン ド地 域 雪 氷 ・地 学 研 究 計tilii」
環 境 科学 系 の 南極 沿lil生態 系 にお け る生 物 ノ1:産の基 礎 研
究(BIOMASS)の2年 次|1とし て観 測 を実 施 す る,
一策24次観測隊員の夏期訓練一
第24次南 極 地 域 観 測 隊 員 の 夏 期 総 合 訳 詞iは前隊 長以.ド
44名の 隊 員 が 参 加 し7月12ilから7月16nま で 文 部 省・1.「
Y高 原 体 育 研 究場 でti'われ た.
この 総 合 訓 練 は,隊 員 に対 し,各 種 訓 練,講 義 及 び 団
体 生 活 を とお して隊 員 相互 の 協 力,意 志 の疎 通 をは か る
こ と を 「1的と して 例 年 隊 員 が 出 そ ろ うこの 時 期 に 行 われ
る もの で,各 隊 員 は講 義 、 消 火器 取 扱 い 訓 練、 ラ ッ シ ン
グ訓 練,体 育 訓 練 のほ か,夜 の 分 科 会 ・全 体 会 議 の ミー
テ ィング 等 の課 題 に熱 心 に 収 り組 ん で い た.
・ドい天 候 に も恵 まれ ,.十分 の 成 果 を 上 げ 全 日程 を 消 化
した.
極 域 中 層大 気 総 合観 測(MAP),東 ク イー ンモ ー ドラ
ン ド地 域 雪 氷 ・地 学 研究 計 画,南 極 沿 岸 生態 系 にお け る
生 物 生 産 の 基 礎 研 究(BIOMASS)　を3大.,Tt:点観 測 とす
る第24次隊 は 、11月25Flの出港 をめ ざ し て力 強 い 歩み を
始 め た.
研究所出版物
南 極 の 科 学7生 物 、328p1982{F3月
JARE　I)ata　Reports
　 No.　74　(Aurora　10)r　Records　of　a]1・sky　camera
　 　 photographs　at　Syowa　Station,　Antarctica　in1980.
8P.June1982
レ 来 訪 著 く
4月7「|～4月13「l　Dr.　Pearcy,W,(米オ レ ゴ ン州 立
大 学 海 洋 学 科 教 授)
5月1][～6J']30F|Dr.Mason,B.(米国 立 ス ミソニ
ア ン自 然 史 博物 館.1こ任研 究 負.外 国 人 招 へ い
研 究n)
5月21[|　Dr.　Wellman,　P.　(オー ス トラ リア 鉱 物資 源
庁研 究 員)
6月1H～6月17日 　 Dr,　Ohtake,　T (アラス カ ノく学 地
球 物 理 学 研 究 所 教 授)
6月9M～6月1011　 Dr,　Mcfadden,L.(ハワ イ大学 地
球 物 理 学研 究 所)
6月2411～7月7　H　 Dr.　Lipschutz,M.　(米パ ァ デ .ユ大
学fヒ'}':部教 才量)
6月25[1Mrs.Toye,S.(全米 科学 財 団 深 海 掘 削ll卜画
局畠1りFI)長)
Mr.　Helfrich.　G.　(アメ リカ ノく使館 科'7:技術
参..lffT)
6月25日～7月5fl　 Dr.Rucklidge,　J,(トロ ン ト大学
地 質学 科 教授)
6月301|～7月4　1.l　Dr,　Tixier,　M. (仏ホ ア チ エ ノ(学
超 高 層 物理 研 究 所 助 教 授)
7月2H～7月9n　 Dr,　Herzog,　G.(米ル ー トガ ー ズ
大 学 化学 都 雅 教 授)
7月3H～7月9n　 Dr.　Stegman,　W.(西 独 マ ック ス
・プ ラ ン ク研 究 所化 学 研究 部 研 究 員)
7月6日 　 Dr,　Schultz,　L.　(西独 マ ック ス ・プ ラ ンク研
究 所 化 学 研 究 部研 究 員)
7月6日 ～7月1211Dr.Black,L.(オース トラ リア 鉱
物 資 源 庁 研 究 員)
7月7[i欧 陽 「|遠博1:(中 国 科 学 院地 球 化学 研 究 所 副
所 長)
7月811　 Mr.　Helger,　A.(ス ウェ ー デ ン宇 宿 開 発 機
構)
　 　 　 　 Mr.Erikssen,B.(　 〃　 )
　 　 　 　 Mr.　Nobider,　P. (　 〃　 )
7月8|1～7月1011　Dr.　Collerson,　K.　([ra立オ ー ス ト
極 地 研
リア 研 究 員)
7月9口 ～13「[Dr.Finkel,B.(ス ク リッ ブ ス海
究 員)
Dr.　Elmore,　D. (米国 チ ェ ス タ ー大 学 原 子 核
研 究所)
Dr.　Lupton,　J.(カル フ ォル ニア大 学 サ ン タ
バ ー バ ラ校)
7月13日　 Dr.　Tatsumoto,　M.　(米国 地 質 調 査 所 研 究 員)
7月21日 三 角 哲 生(文 部 省 事 務 次官)
なお,5月24nか ら6月4f1に 開催 され たBIOMASS
国際 研 究 集 会 に参 加 した 外 国 人 研 究者 に つ い て は 「3頁」
を ご覧 くだ さ い,
第27回運営協議員会議
6月17Hlこ開 かれ,以 下 の'1噸を審 議 した.
1.教 官 人 事 に つ い て
2.第25次 南 極地 域 観 測訓'画に つ い て
3.昭 和58年度概 算 要 求基 本 方針 に つ い て
4.第24次 南 極地 域 観 測隊 の編 成 に つ い て
5.昭 和57年度 南 極 マ クマ ー ド地 域 の共 同 観測 に つ い て
6.昭 和57年度 交 換 科 学者 の派 遣 に つ い て
7.　BIOMASSのSIBEX計1[[bjについ て
第11回評議員会議
6月1811に開 かれ,以 下 の'1頓を審 議 した.
1.昭 和57年度 予 算 につ いて
2.教 官 人 事 に つ い て
3.研 究 所 に お け る研 究 活 動 に つ い て
4.南 極 観 測 隊 の状 況 に つ い て
◇ ◇ ◇
;開 催n:
}会 場;
調 合 せ 先 ・
案 内
第3回南極地学シンポジウム
昭和57年10月21日(木)～10月22n(金)
国立極地研究所講堂
〒173東 京都板橋区加賀1-9-10
国立極地研究所地学研究室
(962)4711内442(森脇)
開 催 日;
会 場:
、問 合 せ 先:
第5回 極域気水圏シンポジウム
昭和57年12月7fl(火)～12月91.1(木)
国立極地研究所講堂
〒173東 京都板橋区加賀1-9-10
国立極地研究所地球物理学研究室
(962)4711内413(神沢)
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第23次月例報告(5月 ・6月)
5月 ・6月 と も,天 候 は 安 定 せ ず,オ ー ロラ 観 測.生
物 調 査 な どの 実 施 に苦 労 が 絶 えな か った が,観 測,設 営
業 務 と も に概 ね 順 調 で あ った.
5月3日,秋,み ず ほ 旅 行 隊 が 帰 投 し,昭 和 基地 の人
口は29人とな っ た.6月18「1か ら23nまで ミッ ドウ ィン
ター の 行事 が行 われ,28日 か らは 南 極 大 学 が 開 かれ た,
み ず ほ 基 地 で も ボ ー リ ング終 了後 ミ ッ ドウ ィン ター を祝
った.
観 測 報 告
気 象 観 測概 況:水 素 ガ ス 発 生装 置 の モ ジ ュー ル を交 換
し運 用 中 で あ る.輻 射 ゾ ンデ を飛 揚 し,計 算 機 に よ る処
理 を した.オ ゾ ン ゾ ンデ はMAP分 を5月 に2回,6月
には4回 飛 揚 した.ま た,5月12nよ り気 球 の 油 浸 け を
開 始 し,13日にS16の ロボ ッ ト気 象計 を新 型 ゾ ンデ改 造
型 と した.オ ゾ ン分 光 光 度 計 の恒 温槽 を作 成 し た.
天 気 概 況:5月 ・6月 と も天気 が悪 く,5月 はA級3
回,B級11,・],C級1回,6月 はA級1回,B級3[i,],
C級1回 と,5同 ず つの ブ リザ ー ドに 見舞 われ た.5月
のn照 時 間 は,上 旬 に11.2時間 あ った だ け で 中 ・下 旬 は
0.0であ っ た,ま た,6月 の 平均 気 圧 は,基 地 開 設以 来
第1位 と低 くな り,平 均 雲 量 は 第2位 と多 く,平 均 風 速
も第2位 の 強 い値 と な った.気1品 は6月 下 句 を除 き高E]
に経 過 した.
環 境 科学;環 境 モ ニ タ リン グ で は,こ れ ま で の 大 気 中
CO2濃度 の平 均 値 は,2月336,5ppm,3月336.Oppm,
4月336.Oppm,5月335.3pprn,6月335.1ppmで,
減 少 傾 向 に あ る.医 学 部門 で は,月 例 の体 力 測 定 を行 っ
た ほ か,各 隊 員 の[']常業 務 中 の心 拍 を心 拍 メ モ リー に よ
って 測 定 した.
設営報告
区 分
燃料消費内訳
5月
消費量
普通軽油15,131
灯 油
残 量
306,599
5,41348,926
単 位:1
6月[
消 費 量i残 量!
14,224:292,375i
..一一..1
5,709.43,2171
記録 映 画 の撮 影 は順 調 に経 過 し てお り,旅 行 隊,昭 和
基 地 内定 点,バ イオ マ ス関 係,昭 和 基 地 と太 陽 な ど を撮
影 し,　PIX用 と して ス チ ー ル5本 を撮 影 した.食 糧 も
順 調 に経 過 し て い る が,5月7Hに 最 後 の キ ャベ ツ を
食 し,も や し を5月17.Okg,6月15.5kg,か い わ り
大 根 を5月2,4kg,6月2.3kg出 荷 した.
7一
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Mean　temp.)　(℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　Plessure,
　　 　　 　 　　 　　 sea　IeveD　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　vapour　pressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　relative　humidity)　(%
平 均 風 速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平 均(Max.　wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10-min.　mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速(Gust)　(m/s)
平 均 雲 量(Mean　cloud　cover>　(1/10)
快 晴 日数　(Number　of　clear　days)
昭和基地(Syowa:89532)
5月(May.)
一12 .9
一3 .7
一28.2
983.5
1.9
71
9.8
6月(June.)
一14 .8
一7 .2
一27 .3
979.0
1.6
72
8.7
40.1(15,ENE>29.4(3,ENE)
50.1(15,ENE)38.7(3,ENE)
7.78.1
3 1
みずほ基地(Mizuho:89544)
5月(May.)
一42 .1
一22.9
-53.2
6月(June.〉
一41 .8
一25 .5
-55 .5
727.9
　 (station　pressure)
723.8
13.211.2
19.0(29,NE)20.5(2.ESE)
ミ1
【極地豆事典】
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ゴン ドワナ大陸
2億年前,地 球上には現在ゴンドワナ大陸と呼ばれて
いる巨大な大陸があった,こ のゴン ドワナ大陸は南極大
陸を中心にアフリカ大陸,オ ース トラリア大陸,マ ダガ
スカル島,イ ンド半島,南 アメリカ大陸などが陸続きで
形成されていた.ゴ ンドワナ大陸の着想は1912年にさか
のぼる.
ドイツの気象学者であるアルフレッド・ウェゲナーは,
ゴ ン ドワ ナ大 陸
オース トラ1ア
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アフリカ大陸の西側と南アメリカ大陸の東側の海岸線が
非常に似ていることに着 目し,この二つの大陸はかって
は陸続きのひとつの大陸ではなかったかと考えた.そ ん
な 目で見ると,似 ているのは海岸線ばか りでなく,その
醐 。地質髄 陸続き。。た頃。植物や動物。化誌
氷河の分布なども一致していた.そ して陸続きだったの}
莫陸離 鷺躊耀 辞意:羅
1
が巨大な大陸を形成 していたと結論づけられた.
このゴンドワナ大陸の学説は大陸漂移説 と呼 ば れ た
が,巨 大な大陸を引裂き,数1.000kmも運ぶ説明がで
きず,消 え去ったかにみえた.し かし,1957年の国際地
球観測年の前後から,地球物理学に関する数多くの観測
が行なわれ,新 しい情報が得 られた結果,ゴ ン ドワナ大 ミ
陸腋 活した・ゴンドワナ大陸の頒 は海洋蜘 大説とl
l手ばれ臓 として提唱されていた力棚 在ではプレート1
テ ク トニ ク ス と総 称 され る学 説 と し て定 着 した.モ
も
ゴンドワナ大陸に繁殖していた植物群はグロソプリテ1
スやガ・ガモプリテスに骸 され・各大陸で産出する石{
炭の原料となっている.またハチュウ類,両生類も生棲 モへ
していた.南 極横断山脈など南極大陸内で発見されてい1
る動植物の化石は,tべ てこのゴ・ドワナ大waeeftに生1
へ青していたものである.ゴ ン ドワナ大陸分裂後,南極大 ミあ
陸は現在のような氷の大陸へと変遷していった.を
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